
(57)【要約】

【課題】地面に溝壁を形成する際に容易に簡単に溝壁を

形成することを可能とすることである。

【解決手段】溝壁カッタ１０に配置される少なくとも１

個の切削ホイール１２，１２′がフレーム２０に取り付

けられ、駆動１５，１５′により回転運動を付与される

。溝壁カッタ１０が地面へと降下され、切削ホイール１

２，１２′より下の土壌材料が削り取られて切削溝が形

成され、固めることができる液体が液体供給装置４１か

ら溝に注入される。削り取られた土壌材料は、切削ホイ

ール１２，１２′によりフレーム２０を通って切削溝の

後方領域へ送られ、削り取られた土壌材料と固めること

ができる液体とが混合される。削り取られた土壌材料の

少なくとも一部は、溝壁を形成するため切削溝に残され

る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 溝 壁 カ ッ タ の フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル が 、 駆 動 に よ り 回 転
運 動 を 付 与 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 フ レ ー ム を 備 え る 前 記 溝 壁 カ ッ タ が 、 地 面 へ 降 下 さ れ 、 前 記 切 削 ホ イ ー ル よ り 下 に
位 置 す る 土 壌 材 料 が 削 り 取 ら れ て 切 削 溝 が 形 成 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 切 削 溝 に 固 め る こ と が で き る 液 体 が 注 入 さ れ る 工 程 と 、
　 を 備 え 、 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 前 記 固 め る こ と が で き る 液 体 が 、 前 記 フ レ ー ム に お い て 前 記 切 削 溝 に 導 入 さ れ る 工 程 と
、
　 前 記 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 計 画 さ れ た 態 様 で 前 記 切 削 ホ イ ー ル か ら 前 記 切 削 溝 の 後
方 領 域 へ 搬 送 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 前 記 切 削 溝 に お い て 前 記 固 め る こ と が で き る 液 体 と 混 合
さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 前 記 溝 壁 を 形 成 す る た め 前 記 切 削 溝 に 少 な く と も 部 分 的
に 残 さ れ る 工 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 溝 壁 形 成 方 法 に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル が 逆 転 方 法 で 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 形 成 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 溝 壁 形 成 方 法 に お い て 、
　 前 記 溝 壁 カ ッ タ は 、 前 記 切 削 溝 を 形 成 す る と き に 、 少 な く と も 一 時 的 な 、 上 方 ／ 下 方 交
互 運 動 を 付 与 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 フ レ ー ム と 、
　 フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル と 、
　 フ レ ー ム の 断 面 が 切 削 溝 の 断 面 よ り も 小 さ く 、 そ れ に よ り 形 成 さ れ る 自 由 空 間 で あ っ て
、 前 記 自 由 空 間 か ら 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル に よ り
、 前 記 フ レ ー ム を 越 え て 前 記 切 削 溝 の 後 方 領 域 へ 計 画 さ れ た 態 様 で 搬 送 さ れ る 自 由 空 間 と
、
　 前 記 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 前 記 切 削 溝 へ 液 体 を 供 給 す る た め の 供 給 装 置 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 カ ッ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 溝 壁 カ ッ タ に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル は 、 逆 回 転 動 き に 適 す る 切 削 歯 配 置 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 溝 壁 カ ッ タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 特 に 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 用 い て 溝 壁 を 形 成 す る 溝 壁 切 削 装 置 で あ っ て 、
　 キ ャ リ ヤ 手 段 と 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 溝 壁 カ ッ タ で あ っ て 、 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 に 略 垂 直 方 向 に 変 位 可 能 な 態
様 で 配 置 さ れ る 溝 壁 カ ッ タ と 、
　 を 有 し 、
　 前 記 溝 壁 カ ッ タ は 、 直 線 案 内 機 構 に よ り 、 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 上 で 変 位 可 能 に 案 内 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、
　 前 記 直 線 案 内 機 構 は 、 前 記 溝 壁 カ ッ タ が 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド ロ ッ ド で あ っ て 、 特 に 、
は め 込 み 式 ロ ッ ド を 含 む ガ イ ド ロ ッ ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、
　 前 記 直 線 案 内 機 構 は 、 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 に 設 け ら れ 、 前 記 ガ イ ド ロ ッ ド が 中 を 貫 通 す る
ガ イ ド ス リ ー ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、
　 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 に 設 け ら れ 、 前 記 ガ イ ド ロ ッ ド の 前 記 垂 直 変 位 の た め の サ ー ボ 機 構 で
あ っ て 、 特 に ケ ー ブ ル 牽 引 機 構 を 含 む サ ー ボ 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置
。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 請 求 項 １ の 前 提 部 分 に あ る よ う に 、 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る た め の 方 法 に 関 す
る 。 そ の よ う な 方 法 は 、 溝 壁 カ ッ タ に 配 置 さ れ る 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル が 駆 動 に
よ り 回 転 運 動 を 付 与 さ れ 、 溝 壁 カ ッ タ が 地 中 に 降 下 し て 、 切 削 ホ イ ー ル の 下 に 位 置 す る 土
壌 材 料 が 削 り 取 ら れ て 切 削 溝 が 形 成 さ れ 、 つ い で 固 め る こ と が で き る 液 体 が 溝 に 注 入 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は ま た 、 請 求 項 ４ の 前 提 部 分 に あ る よ う に 、 切 削 溝 を 形 成 す る た め の 溝 壁 カ ッ タ
に 関 す る 。 こ の よ う な 溝 壁 カ ッ タ は 、 フ レ ー ム を 有 し 、 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル が
フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 最 後 に 本 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 前 提 部 分 に あ る よ う に 、 溝 壁 を 形 成 す る た め の 溝 壁 切 削 装
置 に 関 す る 。 そ し て 、 特 に 前 記 本 発 明 に 係 る 方 法 を 実 施 す る の に 適 し て お り 、 キ ャ リ ヤ 手
段 と 、 キ ャ リ ヤ 手 段 に 実 質 的 に 垂 直 方 向 調 整 可 能 に 配 置 さ れ る 溝 壁 カ ッ タ と を 有 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る た め の 方 法 は 、 特 許 文 献 １ に よ り 知 ら れ て い る 。 こ の い わ ゆ る 二
段 階 方 法 で は 、 第 一 段 階 に お い て 切 削 溝 が 掘 削 さ れ 、 切 削 溝 か ら の 捨 土 が 地 上 へ 搬 送 さ れ
る 。 そ の 結 果 生 じ る 切 削 溝 に は 支 持 懸 濁 液 で 満 た さ れ 、 そ れ に よ り 支 持 さ れ る 。 第 二 段 階
と 引 き 続 き 行 わ れ る 切 削 溝 の 掘 下 げ に お い て 、 硬 化 懸 濁 液 が 溝 に 導 入 さ れ 、 支 持 懸 濁 液 と
置 き 換 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ２ に よ り 知 ら れ る 一 段 階 方 法 で は 、 掘 削 さ れ た 土 壌 材 料 と 結 合 剤 と を 混 合 し て
地 上 で 生 成 さ れ た 懸 濁 液 （ ｓ ｕ ｓ ｐ ｅ ｎ ｓ ｉ ｏ ｎ ） に よ り 、 最 初 か ら 溝 が 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 周 知 の 方 法 を 実 施 す る た め に 、 特 許 文 献 ３ に 知 ら れ る 溝 壁 カ ッ タ を 用 い る こ と が 可
能 で あ る 。 こ れ ら の 周 知 の 溝 壁 カ ッ タ は 、 切 削 フ レ ー ム と 、 回 転 駆 動 可 能 に フ レ ー ム の 下
側 に 固 定 さ れ る 切 削 ホ イ ー ル と を 有 す る 。 溝 壁 カ ッ タ は 、 建 設 車 両 か ら ケ ー ブ ル に よ っ て
降 下 さ れ て 、 そ の 自 重 に よ り 、 地 面 に 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 溝 壁 カ ッ タ は 、 溝 壁 上 に 支 持 さ れ る 切 削 フ レ ー ム の 手 段 に よ っ て 、 切 削 溝 の 中 を 案 内 さ
れ る 。 切 削 ホ イ ー ル に よ っ て 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 は 、 切 削 フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 吸
引 装 置 へ 切 削 ホ イ ー ル に よ っ て 供 給 さ れ 、 地 上 へ 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 結 合 剤 と 土 と の 混 合 物 を 生 成 す る た め に 、 上 述 し た 方 法 は 、 地 上 に 配 置 さ れ る
か な り 複 雑 な ポ ン プ 供 給 ・ 混 合 ・ 貯 蔵 装 置 を 必 要 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 独 国 特 許 発 明 Ｄ Ｅ １ ９ ５ ３ ０ ８ ２ ７ Ｃ ２ 号 明 細 書
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【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 発 明 Ｄ Ｅ ４ １ ４ １ ６ ２ ９ Ｃ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 独 国 特 許 発 明 Ｄ Ｅ ３ ４ ２ ４ ９ ９ Ｃ ２ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る 際 に 、 容 易 に 簡 単 な 方 法 で 溝 壁 を 形 成 す る こ と
を 可 能 に す る 、 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る た め の 方 法 、 溝 壁 カ ッ タ 及 び 溝 壁 切 削 装 置 を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 方 法 と 、 請 求 項 ４ の 特 徴 を 有 す る 溝 壁 カ ッ タ と 、
請 求 項 ６ の 特 徴 を 有 す る 溝 壁 切 削 装 置 と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 好 適 な 実 施 の 形 態 は 、 従 属
請 求 項 に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る 方 法 は 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 切 削 ホ イ ー ル か ら
切 削 溝 の 後 方 領 域 へ 搬 送 さ れ る 工 程 と 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 切 削 溝 の 中 で 固 め る こ と
が で き る 液 体 と 混 合 さ れ る 工 程 と 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 の 少 な く と も 一 部 が 、 溝 壁 を 形
成 す る た め 切 削 溝 に 残 さ れ る 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 基 本 的 な ア イ デ ア は 、 切 削 ホ イ ー ル か ら 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 切 削 ホ イ ー
ル の 作 用 の 結 果 と し て 切 削 溝 の 中 で 、 固 め る こ と が で き る 液 体 と 混 合 、 こ れ が い わ ゆ る ‘
ｉ ｎ 　 ｓ ｉ ｔ ｕ ’ （ そ の 原 位 置 ） で 行 わ れ 、 こ の よ う に し て 固 め ら れ る 液 体 ・ 土 の 混 合 物
が 生 成 さ れ る と い う も の で あ る 。 し た が っ て 、 複 雑 な 方 法 に よ っ て 、 ポ ン プ 供 給 機 構 を 用
い 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 の す べ て を 地 上 へ 搬 送 す る 必 要 が な い 。 本 発 明 に よ れ ば 、 削 り 取
ら れ た 土 壌 材 料 は 、 切 削 ホ イ ー ル に よ り 切 削 溝 の 後 方 領 域 へ 搬 送 さ れ る 。 後 方 領 域 と は 、
切 削 溝 内 に お い て フ レ ー ム の 上 方 に 形 成 さ れ る 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 削 り 取 ら れ て 液 体 と 混 合 さ れ た 土 壌 材 料 の 少 な く と も 一 部 が 切
削 溝 に 残 さ れ 、 こ こ で 固 ま っ て 溝 壁 を 形 成 す る 。 結 果 的 に 、 固 め る こ と が で き る 液 体 の 供
給 中 に 土 壌 材 料 に 対 す る 量 が 変 化 す る 可 能 性 の た め 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 の 一 部 を 懸 濁
液 と と も に 切 削 溝 か ら 取 り 除 く と 好 都 合 で あ る 。 こ の 目 的 の た め に 、 溝 壁 カ ッ タ 上 に 、 ま
た は 切 削 溝 の 縁 の 地 上 に 、 除 去 装 置 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル を 、 切 削 溝 の 掘 下 げ の あ い だ 、 一 定 に 駆 動 す る こ と が 一
般 的 に 可 能 で あ る 。 特 に 良 好 な 切 削 動 作 、 ま た は 特 に 良 好 な 土 壌 材 料 と 固 め る こ と が で き
る 液 体 と の 混 合 の う ち で 少 な く と も １ つ も ま た 、 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル を 逆 転 方
法 で 駆 動 す る こ と で 、 達 成 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 切 削 ホ イ ー ル の 回 転 方 向 の 一 時
的 な 逆 転 の 過 程 で 、 土 壌 材 料 に 乱 れ が 発 生 し 、 固 め る こ と が で き る 液 体 と の 特 に 良 好 な 混
合 が も た ら さ れ る 。 達 成 す る こ と が で き る 。 望 ま し く は 、 溝 壁 カ ッ タ を 切 削 溝 か ら 引 き 上
げ る 間 に 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル が 一 定 駆 動 ま た は 逆 転 方 法 で 駆 動 す る 。 こ れ に よ
り 、 引 上 げ 動 作 に 必 要 な 力 の 消 費 を 大 幅 に 抑 え 、 ま た 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 と 固 め る こ
と が で き る 液 体 と の さ ら に 完 全 な 混 合 と を も た ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 切 削 溝 を 形 成 す る 際 に は 、 溝 壁 カ ッ タ を 地 中 で 一 定 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 し か し 、
少 な く と も 一 時 的 な 、 上 方 ／ 下 方 の 交 互 運 動 が 付 与 さ れ る と 、 特 に 溝 壁 カ ッ タ に 好 都 合 で
あ る 。 こ れ は 、 除 去 さ れ た 土 壌 材 料 と 固 め る こ と が で き る 液 体 と の 特 に 良 好 な 混 合 に つ な
が る 。 こ の 上 方 ／ 下 方 の 交 互 運 動 の ス ト ロ ー ク は 、 溝 の 全 高 よ り も は る か に 短 い 。 特 定 の
場 合 で あ る が 、 こ れ は 切 削 ホ イ ー ル の 直 径 の 大 き さ 程 度 で あ る 。 こ の よ う な 少 な く と も 一
時 的 に 実 行 さ れ る 上 方 ／ 下 方 交 互 運 動 は 、 溝 壁 カ ッ タ が 建 設 装 置 に よ っ て 上 昇 さ れ そ の 後
降 下 さ れ る こ と で 達 成 で き る 。 上 方 ／ 下 方 交 互 運 動 は 、 切 削 溝 の 掘 下 げ 中 と 、 作 り 終 え た
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切 削 溝 か ら 溝 壁 カ ッ タ を 引 き 上 げ る と き の 両 方 で 、 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 溝 壁 カ ッ タ は 、 フ レ ー ム 断 面 が 切 削 溝 断 面 よ り も 小 さ く 、 削 り 取 ら れ た 土
壌 材 料 を 、 フ レ ー ム 上 の 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル を 越 え て 、 切 削 溝 の 後 方 領 域 へ 搬
送 で き る 自 由 空 間 の 形 成 を 伴 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 溝 壁 カ ッ タ の 基 本 的 な ア イ デ ア は 、 切 削 溝 の 形 成 中 、 ま た は 完 成 し た 切 削
溝 か ら 溝 壁 カ ッ タ を 引 き 出 す と き の 少 な く と も １ つ に お い て 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 と 懸
濁 液 と が 、 妨 害 な く 溝 壁 カ ッ タ フ レ ー ム を 通 過 す る こ と が で き る 自 由 空 間 を 、 フ レ ー ム の
中 ま た は フ レ ー ム に 沿 っ て 設 け る こ と に あ る 。 こ れ は 、 特 に 高 速 で 動 力 を 節 約 で き る 切 削
を も た ら し 、 ま た 同 時 に 効 率 的 な 混 合 作 用 も 伴 う 。 本 発 明 に よ れ ば 、 自 由 空 間 を 形 成 す る
た め 、 フ レ ー ム 断 面 が 、 溝 壁 カ ッ タ の 前 進 方 向 に 対 し て 垂 直 な 切 削 溝 を 完 全 に 被 覆 す る こ
と は 決 し て な い 。 こ れ は 、 フ レ ー ム 断 面 の 周 方 向 寸 法 が 切 削 溝 の 内 側 寸 法 よ り も 小 さ い こ
と 、 ま た は フ レ ー ム 断 面 に １ つ 以 上 の 開 口 部 が 設 け ら れ て い る こ と の う ち の 少 な く と も １
つ で 達 成 さ れ る 。 ま た 、 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 フ レ ー ム 移 動
方 向 と 反 対 の 方 向 に フ レ ー ム を 通 過 し て 流 れ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 好 適 な 溝 壁 カ ッ タ で は 、 平 行 な 回 転 軸 を 有 す る 任 意 の 数 の 切 削 ホ イ ー ル が 幾 つ か 設
け ら れ る 。 好 適 な 実 施 形 態 は ４ 個 の 切 削 ホ イ ー ル を 有 し 、 そ れ ぞ れ ２ つ は 、 同 一 回 転 軸 を
中 心 と し て 回 転 す る よ う に 対 を な し て 配 置 さ れ る 。 切 削 溝 の 断 面 は 、 矩 形 で あ る こ と が 望
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 溝 壁 カ ッ タ の 好 都 合 な 実 施 形 態 で は 、 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル が 、 逆 回
転 運 動 に 適 す る 切 削 歯 の 配 置 を 有 す る 。 こ の よ う な 切 削 歯 の 配 置 は 、 切 削 ホ イ ー ル の 回 転
中 に 時 計 方 向 と 反 時 計 方 向 の 両 方 で 土 壌 材 料 を 削 り 取 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 土 壌
材 料 の 特 に 良 好 な 混 合 が 可 能 と な り 、 同 時 に 高 い 作 業 速 度 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 切 削 溝 内 部 の 任 意 の 位 置 に 、 液 体 、 特 に 固 め る こ と が で き る 液 体 を 供 給 す る た め の 供 給
装 置 を 設 け る こ と が 、 基 本 的 に 可 能 で あ る 。 し か し 、 特 に 好 適 な 方 法 で は 、 こ の よ う な 供
給 装 置 は フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 。 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル に 近 接 し て 配 置 す る こ と
に よ り 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 と 液 体 と の 特 に 良 好 な 混 合 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 溝 壁 切 削 装 置 は 、 直 線 案 内 機 構 に よ り 溝 壁 カ ッ タ が キ ャ リ ヤ 手 段 上 で 変 位
可 能 に 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 溝 壁 切 削 装 置 の 一 つ の 特 徴 に よ れ ば 、 溝 壁 カ ッ タ は 、 そ の 溝 壁 カ ッ タ か ら
間 隔 を 置 い て 離 さ れ て キ ャ リ ヤ 手 段 上 で 案 内 さ れ 、 切 削 溝 壁 上 に よ っ て 案 内 さ れ な い 。 さ
ら に 特 に は 、 案 内 は 、 溝 壁 カ ッ タ の 前 進 方 向 に 平 行 な 方 向 に 行 わ れ る 。 こ の よ う な 機 構 に
よ り 、 溝 壁 カ ッ タ フ レ ー ム の 断 面 を で き る だ け 小 さ く 保 つ こ と が 可 能 と な る 。 特 に 、 横 方
向 案 内 を 目 的 と し て 溝 壁 カ ッ タ フ レ ー ム が 切 削 溝 壁 と 接 触 し て い る こ と が も は や 不 要 と な
る 。 こ う し て 、 フ レ ー ム は ガ イ ド 部 材 の な い 設 計 と す る こ と が で き 、 こ れ に 対 応 し て そ の
寸 法 を 小 さ く で き 、 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 の 単 純 な 通 過 を 可 能 と す る 。 溝 壁 カ ッ タ は 、 例
え ば 、 ガ イ ド 機 構 上 で 用 い る こ と が で き 、 そ の よ う な も の は 、 バ イ ブ レ ー タ と の 接 続 の 形
態 で 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 特 に 好 適 な 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、 直 線 案 内 機 構 は 、 そ の 上 に 溝 壁 カ ッ タ が 搭 載 さ れ る
ガ イ ド ロ ッ ド 、 特 に は め 込 み 式 ロ ッ ド を 有 す る 。 こ の よ う な ガ イ ド ロ ッ ド に よ り 、 溝 壁 カ
ッ タ の 特 に 良 好 な 横 方 向 案 内 を 可 能 と す る 。 さ ら に 特 に 、 キ ャ リ ヤ 手 段 か ら 溝 壁 カ ッ タ へ
前 進 方 向 を 向 く 軸 方 向 の 力 を 伝 達 し 、 掘 下 げ 中 に 溝 壁 カ ッ タ を 特 に 高 速 前 進 さ せ る こ と を
可 能 と す る 。 し か し な が ら 、 溝 壁 カ ッ タ は 、 回 転 切 削 ホ イ ー ル の 場 合 単 に そ の 自 重 の 結 果
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だ け で 地 面 を 削 る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。 ま た こ の 場 合 に 、 前 進 方 向 を 向 く 軸 方 向
力 を 伝 達 す る よ う に は 設 計 さ れ て い な い ガ イ ド ロ ッ ド を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ガ イ ド ロ ッ ド の 直 径 は 、 フ レ ー ム 断 面 の 直 径 よ り も 小 さ く な る よ う な 寸 法 で あ る こ と が
望 ま し い 。 ガ イ ド ロ ッ ド は 、 実 質 的 に 矩 形 、 ま た は 実 質 的 に 円 形 の 断 面 を 持 つ こ と が 望 ま
し い 。 は め 込 み 式 ロ ッ ド と し て 、 ケ リ ー ロ ッ ド が 使 用 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 特 に 好 適 な 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、 ま た 、 直 線 案 内 機 構 は 、 キ ャ リ ヤ 手 段 上 に 設 け ら れ
、 ガ イ ド ロ ッ ド が 貫 通 す る ガ イ ド ス リ ー ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う な ガ イ ド
ス リ ー ブ は 、 ガ イ ド ロ ッ ド を 周 方 向 に 完 全 に と り か こ み 、 ま た は 部 分 的 に と り か こ む も の
と す る こ と が で き る 。 ガ イ ド ス リ ー ブ に は 、 突 起 ま た は く ぼ み の う ち の 少 な く と も い ず れ
か が 形 成 さ れ 、 ガ イ ド ロ ッ ド 上 で 対 応 す る く ぼ み ま た は 突 起 の う ち の 少 な く と も い ず れ か
と 係 合 す る 。 そ の た め 、 ガ イ ド ロ ッ ド の 回 転 案 内 の た め の 接 続 が 確 か な も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 キ ャ リ ヤ 手 段 に 、 ガ イ ド ロ ッ ド の 垂 直 方 向 変 位 の た め の サ ー ボ 機 構 、 特 に ケ ー ブ ル 牽 引
機 構 を 設 け る と 、 特 に 好 都 合 で あ る 。 切 削 溝 か ら の 溝 壁 カ ッ タ の 引 き 上 げ の 他 に 、 こ の よ
う な サ ー ボ 機 構 は 、 溝 壁 カ ッ タ 前 進 方 向 の 軸 方 向 力 を 溝 壁 カ ッ タ へ 伝 達 す る よ う に 設 計 す
る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 特 に 良 好 な 切 削 効 率 を 確 か な も の と で き る 。 サ ー ボ 機 構 は
ま た 、 溝 壁 カ ッ タ の 上 方 ／ 下 方 交 互 運 動 を 可 能 に す る よ う に 設 計 す る こ と も で き る 。 サ ー
ボ 機 構 の 可 能 な 実 施 形 態 は 、 ラ ッ ク 機 構 ま た は 水 圧 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 溝 壁 切 削 装 置 は 、 上 述 し た 溝 壁 カ ッ タ を 有 す る と 好 都 合 で あ る 。 本 発 明 に
よ る 方 法 は 、 特 に 、 上 記 二 つ の 手 段 を 有 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る 溝 壁 形 成 方 法 、 溝 壁 カ ッ タ 及 び 溝 壁 切 削 装 置 に よ れ ば 、 容
易 に 簡 単 な 方 法 で 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 好 適 な 実 施 例 と 添 付 さ れ た 図 面 と に 関 連 し て 、 本 発 明 を 以 下 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図
１ と ２ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 溝 壁 カ ッ タ １ ０ の 二 つ の 異 な る 実 施 例 を 示 す
正 面 図 で あ る 。 ２ 個 の 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ は 、 キ ャ リ ヤ プ レ ー ト の 形 状 の フ レ ー ム
２ ０ に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ は 、 平 行 な 回 転 軸 を 、 そ の
ま ま 並 べ た 形 態 で 構 成 さ れ る 。 水 圧 モ ー タ の 形 に 構 成 さ れ る 内 蔵 型 駆 動 １ ５ ， １ ５ ′ が 、
フ レ ー ム ２ ０ に 取 り 付 け ら れ 、 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ と 動 作 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ か ら 離 れ た 方 の フ レ ー ム ２ ０ の 両 側 に は 、 ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３
が 取 り 付 け ら れ る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ は 、 ほ ぼ 円 形 の 断 面 を 有 す
る 。 突 起 ３ ５ は 、 ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ 上 に 長 手 方 向 に 延 び て 構 成 さ れ 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ３ ４
内 に お け る ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ の 回 転 案 内 の た め の 接 続 に 用 い ら れ る 。 ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ の
内 部 に 、 水 圧 流 体 供 給 管 路 ４ ０ が 配 置 さ れ る 。 供 給 管 路 の 形 の 液 体 供 給 装 置 ４ １ も ま た 、
ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ の 内 部 と フ レ ー ム ２ ０ の 上 と に 配 置 さ れ る 。 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 供
給 管 路 と し て 構 成 さ れ る 液 体 供 給 装 置 ４ １ は 、 フ レ ー ム ２ ０ を 通 り 、 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ，
１ ２ ′ の 間 で 終 端 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ に は 、 周 方 向 切 削 歯 １ ３ が 形 成 さ れ る 。 切 削 歯 １ ３ は 、 切 削
ホ イ ー ル の 逆 回 転 動 作 の た め に 設 け ら れ て い る 。 図 ２ の 左 側 の 切 削 ホ イ ー ル １ ２ は 、 時 計
方 向 に 回 転 し 、 一 方 、 右 側 に 位 置 す る 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ′ は 反 時 計 方 向 に 回 転 す る 。 か く
て 中 央 の 領 域 で は 、 切 削 ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ に よ っ て 懸 濁 液 が 吸 引 作 用 を 受 け る の に 対
し て 、 切 削 さ れ た 土 壌 材 料 は 懸 濁 液 と と も に 外 側 に 沿 っ て 上 方 に 搬 送 さ れ る 。 ま た 、 切 削

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-257234 A 2004.9.16



ホ イ ー ル １ ２ ， １ ２ ′ 上 の 周 方 向 に は 周 知 の よ う に 、 ギ ヤ シ ー ル ド の 下 で 土 を 裸 に す る 、
横 方 向 に 軸 支 回 転 可 能 な ヒ ン ジ 付 き の 歯 １ ４ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ４ か ら ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 溝 壁 切 削 装 置 を 示 す 。 溝 壁 切 削 装 置 は 、 ク ロ
ー ラ （ 匍 行 ） 動 作 す る 建 設 車 両 と し て 構 成 さ れ た キ ャ リ ヤ 手 段 ３ ０ を 有 す る 。 キ ャ リ ヤ 手
段 ３ ０ の 上 に は 、 マ ス ト ３ １ が 設 置 さ れ 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ３ ４ が ２ 個 の 取 り 付 け 点 で 固 定
さ れ る 。 下 端 に 溝 壁 カ ッ タ １ ０ が 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ は 、 ガ イ ド ス リ ー ブ ３
４ の 中 を 垂 直 方 向 に 貫 通 す る 。 ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ の 垂 直 変 位 の た め 、 ケ ー ブ ル 牽 引 機 構 ３
７ （ 図 ４ ） ま た は ス ラ イ ド 装 置 ３ ８ （ 図 ５ ） が 設 け ら れ る 。 水 圧 流 体 供 給 管 路 ４ ０ と 、 固
め る こ と が で き る 液 体 の た め の 供 給 管 路 と し て 構 成 さ れ る 液 体 供 給 装 置 ４ １ と は 、 そ の 上
端 で 、 ガ イ ド ロ ッ ド ３ ３ か ら 突 出 し て い る 。 溝 壁 カ ッ タ の 上 昇 状 態 （ 図 ６ ） で は 、 そ の フ
レ ー ム は ガ イ ド ス リ ー ブ ３ ４ に 直 接 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 溝 壁 カ ッ タ １ ０ の フ レ ー ム ２ ０ は 、 掘 下 げ 中 （ 図 ７ ） に 、 フ レ ー ム ２ ０ と 切 削 溝 ３ の 壁
と の 間 に 自 由 空 間 ６ が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 自 由 空 間 ６ は 、 削 り 取 ら れ
た 土 壌 材 料 が フ レ ー ム ２ ０ を 通 過 し 、 溝 壁 カ ッ タ １ ０ の 上 方 に 位 置 す る 切 削 溝 ３ の 後 方 領
域 ４ の 中 に 入 る 通 路 を 可 能 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 溝 壁 カ ッ タ と ガ イ ド ロ ッ ド の 一 部 断 面 を 含 む 正
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 他 の 実 施 の 形 態 に お け る ガ イ ド ロ ッ ド を 備 え る 溝 壁 カ ッ タ の 一 部 断 面 を 含 む 正 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 溝 壁 切 削 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 溝 壁 切 削 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 溝 壁 切 削 装 置 の 上 昇 状 態 に お け る 部 分 的 な 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 の 形 態 に お け る 溝 壁 切 削 装 置 の 終 端 位 置 の 部 分 的 な 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ３ 　 切 削 溝 、 ４ 　 後 方 領 域 、 ６ 　 自 由 空 間 、 １ ０ 　 溝 壁 カ ッ タ 、 　 １ ２ ， １ ２ ′ 　 切 削
ホ イ ー ル 、 １ ３ 　 切 削 歯 、 １ ４ 　 ヒ ン ジ 付 き の 歯 、 １ ５ ， １ ５ ′ 　 駆 動 、 ２ ０ 　 フ レ ー ム
、 ３ ０ 　 キ ャ リ ヤ 手 段 、 ３ １ 　 マ ス ト 、 ３ ３ 　 ガ イ ド ロ ッ ド 、 ３ ４ 　 ガ イ ド ス リ ー ブ 、 ３
５ 　 突 起 、 ３ ７ 　 ケ ー ブ ル 牽 引 機 構 、 ３ ８ 　 ス ラ イ ド 装 置 、 ４ ０ 　 水 圧 流 体 供 給 管 路 、 ４
１ 　 液 体 供 給 装 置 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 4月 8日 (2004.4.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 溝 壁 カ ッ タ の フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル が 、 駆 動 に よ り 回 転
運 動 を 付 与 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 フ レ ー ム を 備 え る 前 記 溝 壁 カ ッ タ が 、 地 面 へ 降 下 さ れ 、 前 記 切 削 ホ イ ー ル よ り 下 に
位 置 す る 土 壌 材 料 が 削 り 取 ら れ て 切 削 溝 が 形 成 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 切 削 溝 め る こ と が で き る 液 体 が 注 入 さ れ る 工 程 と 、
　 を 備 え 、 地 面 に 溝 壁 を 形 成 す る 方 法 に お い て 、
　 前 記 固 め る こ と が で き る 液 体 が 、 前 記 フ レ ー ム に お い て 前 記 切 削 溝 に 導 入 さ れ る 工 程 と
、
　 前 記 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 計 画 さ れ た 態 様 で 前 記 切 削 ホ イ ー ル か ら 前 記 切 削 溝 の 後
方 領 域 へ 搬 送 さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 前 記 切 削 溝 に お い て 前 記 固 め る こ と が で き る 液 体 と 混 合
さ れ る 工 程 と 、
　 前 記 削 り 取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 前 記 溝 壁 を 形 成 す る た め 前 記 切 削 溝 に 少 な く と も 部 分 的
に 残 さ れ る 工 程 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 溝 壁 形 成 方 法 に お い て 、
　 少 な く と も １ つ の 切 削 ホ イ ー ル が 逆 転 方 法 で 駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 形 成 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 溝 壁 形 成 方 法 に お い て 、
　 前 記 溝 壁 カ ッ タ は 、 前 記 切 削 溝 を 形 成 す る と き に 、 少 な く と も 一 時 的 な 、 上 方 ／ 下 方 交
互 運 動 を 付 与 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　
　 フ レ ー ム と 、
　 フ レ ー ム に 配 置 さ れ る 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル と 、
　 フ レ ー ム の 断 面 が 切 削 溝 の 断 面 よ り も 小 さ 形 成 さ れ る 自 由 空 間 で あ っ て り
取 ら れ た 土 壌 材 料 が 、 前 記 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル に よ り 、
前 記 フ レ ー ム を 越 え て 前 記 切 削 溝 の 後 方 領 域 へ 計 画 さ れ た 態 様 で 搬 送 さ れ る 自 由 空 間 と 、
　 前 記 フ レ ー ム に 設 け ら れ 、 前 記 切 削 溝 へ 液 体 を 供 給 す る た め の 供 給 装 置 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 カ ッ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 溝 壁 カ ッ タ に お い て 、
　 前 記 少 な く と も １ 個 の 切 削 ホ イ ー ル は 、 逆 回 転 動 き に 適 す る 切 削 歯 配 置 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 溝 壁 カ ッ タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 特 に 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 を 用 い て 溝 壁 を 形 成 す る 溝 壁 切 削 装 置 で あ っ て 、
　 キ ャ リ ヤ 手 段 と 、
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 溝 壁 カ ッ タ で あ っ て 、 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 に 略 垂 直 方 向 に 変 位 可 能 な 態
様 で 配 置 さ れ る 溝 壁 カ ッ タ と 、

(10) JP 2004-257234 A 2004.9.16

に 、 固

切 削 溝 を 形 成 す る た め の 溝 壁 カ ッ タ で あ っ て 、
切 削 溝 の 断 面 よ り も 小 さ い 断 面 を 有 す る

い こ と で 、 削
前 記 自 由 空 間 を 通 り 、



　 を 有 し 、
　 前 記 溝 壁 カ ッ タ は 、 直 線 案 内 機 構 に よ り 、 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 上 で 変 位 可 能 に 案 内 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、
　 前 記 直 線 案 内 機 構 は 、 前 記 溝 壁 カ ッ タ が 取 り 付 け ら れ る ガ イ ド ロ ッ ド す る こ と を 特
徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、
　 前 記 直 線 案 内 機 構 は 、 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 に 設 け ら れ 、 前 記 ガ イ ド ロ ッ ド が 中 を 貫 通 す る
ガ イ ド ス リ ー ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 溝 壁 切 削 装 置 に お い て 、
　 前 記 キ ャ リ ヤ 手 段 に 設 け ら れ 、 前 記 ガ イ ド ロ ッ ド の 前 記 垂 直 変 位 の た め の サ ー ボ 機 構

す る こ と を 特 徴 と す る 溝 壁 切 削 装 置 。
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